











































The Effect of Mat Exercise Learning Program by Active Learning : A Case of 
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　本研究は，先行研究において試案された体育学習におけるアクティブ・ラーニングモデルに基づいて作成された小学
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　宮崎県内 O 小学校 3 年生 70 名を対象とし，ＮＬ群と
ＡＬ群の 2 クラスを設定した。それぞれの群の人数は，
ＮＬ群：35 名（男子 16 名，女子 19 名），ＡＬ群：35 名（男



















































にした。NL 群は，タスクタイムを 25 分間行ったのに













 表 3 は、態度測定法の結果を示している。 
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なお，表 1 に，両学級の授業の諸条件を示した。 
 
２．学習プログラムの作成 



























NL 群，AL 群共に男女混合で 3 人ないし 4 人のグル
ープに編成した。なお，グループ内のスキルテストの得
















































にした。NL 群は，タスクタイムを 25 分間行ったのに
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表３．診断的・総括的授業評価の得点結果（左は NL 群，右は AL 群） 表 3　診断的・総括的授業評価の得点結果（左はNL群，右はAL群）
239「アクティブ・ラーニング」によるマット運動の学習プログラムの有効性
単元前後での平均得点は，NL 群では全体平均は 1.99
（単元前 3.1 →単元後 5.09）の向上であったのに対して，






＝ 1.05E-05（両側検定），AL 群が p ＝ 3.61825E-08（両
側検定）と両群とも有意であることが認められた。
　また，単元後倒立の達成度は，NL 群では，〇：12 名，
△：3 名と合格者が 15 名にとどまったのに対し，AL 群
















　腰角度は，NL 群の +1.3°（単元前 43.2°→単元後 44.5°）































NL 群と AL 群の形成的授業評価の結果が大きく異なっ
た。この，第 5 時における対象者の発話数と試技回数（NL
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1.99 単元前 3.1→単元後 5.09）の向上であったのに対
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図 1　 ルテスト 2　 ける両群 変容



















































立）の発話数，試技回数は，NL 群（Ca：発話 2 回，試














そこで，第 5 時の学びの姿を詳細に検討した。 
 




（NL 群は，タスクタイムの 25 分間，AL 群はチャレン
ジタイム（共通技：倒立技），タスクタイムを合わせた
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話 26 回，試技 16 回）（Cb：発話 6 回，試技 5 回）であっ
た（表 3）。






















対しての知識が量的に多かった（内化）。1 回 1 回の試
技が知識を確認する場（外化）となっており，協働学習
の中で，内化と外化の往還関係が機能していたことが考









の説明を行ったすぐ後の約 2 分間である。 
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では，対象児童の 6 人中，スキルテスト C の児童 2 名
のみが壁倒立を達成できなかった。 
 そこで，ここからは， Ca，Cb に焦点を当てて学習
活動の変化を検討した。 
形成的評価において，変容が大きかった第 5 時（壁
倒立）の発話数，試技回数は，NL 群（Ca：発話 2 回，
試技 8 回）（Cb：発話 18 回，試技 7 回），AL 群（Ca：
発話 26 回，試技 16 回）（Cb：発話 6 回，試技 5 回）
であった（表 3）。 





6 時間目の発話の内容を第 5 時と同様にカテゴライ
ズした結果が表 7 に示されている。 
全体的な発話数に大きな違いはないが，顕著な違い
が「自分の感情（不安）」に関する項目に見られ、NL 群
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Examination of the psychometric properties of the 
Perceived Motivational Climate in Sport 
Questionnaire-2 in a sample of female athletes. 
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